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Honeycombe によるそれがあるが，これらはいづれも X 線像の解析ならびに考察の立場が大雑把で，微
細な点を究明していない。よって本研究ではX線源を尖鋭にし，カメラを新に設計して精度性能を向上し，
かつ得られた写真の解析に当ってはより精密詳細に行なった。




( i) 縞K と光学的に観察される変形帯とは，照射角が適当であれば完全に場所的に1:1で対応する。












( i )照射角の変化に伴う縞S の推移状況は，とり面上に摸れが存在することで説明され， その摸れの向
きは 10'"'-' 100μ の間隔をもって逆向きとなり，操れの相殺が行われている。
( ii) 縞 S には局所性がある。これはとり帯に局所的格子轡曲が存在することを示している。
3. 束状とりについて
束状とりをなす場合の不均一変形に関しては既にいくつかの研究があり，結晶方位との関係等は明らか




様 (rumpled structure) が観察され， 乙のしわ模様は第二， 第三の系の変形帯の万向に対応するという
報告がある。
X線回折顕微法による縞S は詳細にしらべると四種の縞 (Sl' S2 , Sb , S' と名づけた)に分けられ
る。これらのうち縞 S 1 , S2 はそれぞそ一次，二次とり領域内にあってそれぞれのとり帯にほぼ平行で
あるが，縞 Sb は束状とりの交互分布に対応し，縞 S' は不明のままになっていたD
本研究によってこれらの縞模様を詳細にしらべた結果次のことがわかった。

































値は一般には相異なるが，伸び 4%の加工で 2 0 の程度であることなどを決定している。
第 VI章もすでに日本金属学会誌に 1 論文として発表しているものでとり帯に関するものである。 x線像
でも光学的に認められるとり帯に平行な縞が現われるのであるが，照射角を変えてこの縞の推移を調べて
みると，よこり帯の所で、単なる結晶格子のとりがあるだけでなく， :tこり万向に垂直な軸の周りの格子回転も





とづく縞の外にとり方向に比較的近い 4 種類の縞 (S1 ， S2 , Sb , S')が認められる。これらのうち S1 ， S2 
はぞれそれ一次，二次jこり領域にあってそれぞれのとり帯にほぼ平行であり， Sb は束状とりの一つの束
に対応しているのであるが，本研究ではさらに次のことを明らかにしている ( 1 )縞S' は，一次とり領
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域内にあるものは小さい二次とり領域の混入している所に対応し，二次とり領域内にあるものはその反対
である。 cn )二次;こり領域内にはその系に属する変形帯は認められないで，むしろ歪は一次，二次両領
域の境界部分に集中していて，その歪の本性は両領域の拘束のために生じた格子回転であると思われる。
C lII)縞S1は他の縞より比較的直線性がよいが，一次とり痕跡より数度以上傾いている。この傾きは測定
誤差以上でその本牲については未だ明らかでない。 CW) 一次，二次両領域の格子響曲は一次領域の万が
大きい。
第vm章は総指である口
以上の如く，未解決の所も一部残っているが，アルミニウム結晶をヨ [û長り加工した場合の塑性変形の場
所的分布が著しく明らかにされ，これは他の金属結晶の場合の指針となるばかりでなく，塑性理論の進展
に寄与する所が大きいと思われる。なお著者は本研究の外にX線回折顕微法を使った研究を行っているが，
乙の方法が，閣蝕などのように試料面の予備処理を何ら施さずに使えること，ならびに通話のX線的方法
よりも結晶部分の傾きに対する感度がよい点，などの特徴を有することを考慮して本法の利用法を発展せ
しめている。かくして著者の行った研究は工学上貢献する所が大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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